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これら自然的諸因子と魚族の生態は，恒常的なものとはいえぬので，経営は必然的に不安
定ならざるをえず，したがって第1次産業のなかでもとくに抽出産業・掠奪産業といわれ
るべき性格を払底できない'2)わけである。また漁業のいとなまれる場所（漁場）にして
も，前述のごとくある特定の水域であり，また一方，根拠地となるべき海･湖沼･河川に面
した村落や都市が，すべて漁業をいとなんでいる漁村（漁港）とは限らず，いわゆる海に
背をを向けた村'3)も多いのである。この点からも農業的土地利用のごとく，ある種の指標
をもって広い地域のなかから,同質の経済現象のみられるところを1つのまとまりとして，
それのみられぬ周辺の地区より切り離して○○地域とし，それ自身を意義づける一単元な
りとして区分することがむずかしい。つまり漁村は沿岸に連続的につながらずに点在的に
存在することもありうるので，而稚的なひろがりからいっても1つの地点（スポット）に
とどまり，地域的にある一定のまとまりにまでならないこともある。この点からも空間的
なひろがりを問題とする地理学には，とらえがたいところがある。
漁拶面では，最近における基礎的な海洋調存・漁況調脊がいちじるしくすすみ，漸次科
学的で詳細な研究成果が発表され，それが実際面に採川されて大きな成果を準げてはいる
ものの，いまだ決定的な結論がだされるにはいたっていない段階といえるようである。さ
らにその上，漁携面を制約する自然的諦条件についての調脊・研究がすすみ，決定的なも
のが打ちだされたとしても，魚族の捕獲には科学的な知識をもってすべてを律し切れない
因子が多く作用し，その場，その場の条件を禰観的にキャッチする長年の経験に裏付けら
れた漁師の勘とコツによることが多いとされている。
このような漁携技術面における後進性，非科学的にして劣性な性格は，また同時に商品
としての漁漉物の流通・販売部門における劣性によって，漁業の産業としての後進的な性
格をさらに倍加している。漁獲物は鮮度を産んずる関係上，耐久度に制約され，生産，出
荷する側の漁民の意志にもとづいて計画を立て，生産調整・出荷調整をおこない，もつと
も商品価値の高い品種を集中的に生産し，それをもっとも価格のよい市場に向って，タイ
ミングよく自主的に出荷することが，なかなかむずかしいのである。すなわち，漁携面に
おける努力の結果，豊漁に恵まれた場合でも，えてして大漁貧乏'4)のうき目に会うこと
が多い。一方，漁業資材はほとんどが独占価格であり，漁漉物の販売価格との間にシエー
レ'5)が生ずることがままみられる。
かく生産，流通両面における劣性は，いわゆるクリティカルモメント16)が，漁業面よ
りいまだ全面的に払底されていないことを物語るものであろう。つまり漁携面において
は，クリティカルモメントの残存が，漁業労働をして全面的に技術に移行せしめず，一子
相伝の職人芸的な技能段階におしとどめていることが多多あることを物語る。また前述の
大漁貧乏的な現象のみられる流通面における劣性が，ある特定の漁業稼頻および経営体を
のぞけば'7)，ともに不安定にして投機的な生産として，第1次産業中でも，典型的な抽
出産業・掠奪産業的な性格を形成するに与って力あるものといえよう。
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たるものをもちえず，依然として模索の段階にとどまっているのであるが，目下のところ
つぎのような考えにもとづいている。
すでにふれたごとく，研究の出発点より漁村の地理学的研究なのか，漁場の地理学的研
究なのかという問題に突き当る。もちろん漁村と漁場の両面の研究をふまえ，さらに両方
面の研究の密接にして有機的・機能的結合によって，は･じめて到達できるはずの漁業の地
理学的研究が，最終目標であることは論をまたないのであるが，しかし実際には，この点
についていまだ決定的な研究がおこなわれていないといっても過言ではなかろう。これに
関する研究については，戦後においてもすでに数篇の大著24)をえたが，漁村・漁場の両
者を結びつけ，これからさらに漁業構造の地域的な把握にせまろうとする試みでつらぬか
れているものはみられない。これは先にもふれたように，漁場の自然科学的な究明のむず
かしさと，漁場そのものの性質の流動性および立体的構造が，地理学的な把握に対して大
きな障碍となることに帰因するものと思われるが，それにしてもすぐなくも，農業におけ
るチユーネン瞳|的25)な考え方さえ従来考慮されることがなかったということは，やはり
この方面の研究の立おくれを物語っているといってもよかろう。
しかしながらいまわれわれ地理学徒に与えられた課題は，独自の理論構成を早急に期待
するよりは，むしろ個々の漁村に住む人々の生の現実の光|ﾘlな調査報告をすることにある
と考える。この意味では将来必らずや到達されるであろうところの，漁業の地理学的研究
に必須な法則樹立のため好個のデーターを提供するという立場に立って，いわば実験式的
なデーターの集積を心掛けることが，まず何より先におこなわれるべきであろうかと考え
る。
戦後におけるわが国沿岸漁業の位置付け
戦後のわが国の高度の経済成長を口にするとき,誰しも工業生産の増加率の高さを指摘
するにちがいない。しかし単に生産の童的拡大はその一面にすぎず，さらにもっと重要な
ことは，発展内容の質的側面である。すなわち，産業構造の重化学工業化が，戦後のあら
たな条件のもとに定着した26)といえよう。
産業構造の変貌は，必然的に就業人口の変化と，各産業間の所得格差を増大させずには
おかない。すなわち，第1次産業ののび率の低さに比し’第2次産業とくに工業ののび率
の高いことが注目される。ところが一方，第1次産業のなかでも水産業27）（漁業）は，と
くに戦後のわが国の国際政治上の立場をそのままに反映するかのように，諸外国の勢力|塗I
にある漁場より漸次しめだしを食い，そうでなければ漁携面にいろいろきびしい制限28）
をうけている。そのため，巨大独占資本的な経営をはじめ中小規模の企業は’一方では未
開発のあたらしい漁場を公海にもとめて漁場の外延的拡大を図るとともに’また一方で
は，豊度の高い沿岸漁場への侵入を狙っている。その結果，低位生廉性に甘んじている沿
岸の零細漁民を圧迫する結果となってあらわれることが多いのである。なかでも主として
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調査対象漁村の設定
能登外浦の西海漁村については，薮内および筆者による実態調査がおこなわれ，単行本
および数篇の研究論文32）となって，漁村の地理学的研究をこころざすものおよび水産行
政や漁村生活に関心を抱く人々に，1つの問題提起的な役割をはたした。
能登半島及び漁場図
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西海漁村のこの10年間の歩みは，ある意味では，苦難の道を歩むべく運命づけられた沿
岸漁民の生活のきびしさを物語る好例ともいえよう。このことについては，薮内および筆
者による実態調査報告はじめ，地元漁民の手になるパンフレットや，数度にわたる全匡|漁
協経営コンクール，青産研コンクール33)などに代表を送り，そのたびごとに発表用に作
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たは組合の指導的立場にある個人またはグループの積極的努力が，組合全体のすすむ方向
を決定したこと。
といった諸点に要約されるが，これを西海地区の実情と照合させるとき，ほとんどがあ
てはまるものといえよう。
以上列挙した項目は，組合自営により大型網漁業を導入する漁村の場所的適格条件であ
るが，注目すべきことは，いずれも僻遠の地にあるということである。つまり工業地帯の
周辺，あるいは大都市近郊における漁村の場合とことなり，僻遠の漁村では，せまりくる
外部的圧力に対して巾のせまい対応しかできないわけで，いきおい漁業労働力を地元で全
面的に吸収できぬような事態におい込まれると，地元漁業にあらたな活路をみいださざる
をえないといった。inflexiblcな対応の形をとるわけであり，その点では窮鼠猫を鍔む
のたとえのごとき，おいつめられた漁村における漁民の抵抗・自衛の一手段であると解せ
られる。
そしてさらに，すでにのべたごとき戦後の日本漁業をとりまく国|祭政治上の諸制約に端
を発する日本漁業の構造的圧力が，沿岸漁業へのしわよせとして顕在化しだしたという時
代的な背景が，その前提にあることはいうまでもない。
8艘張網漁業発足後の諸問題
以上のべたように，苦難の道を歩みながら，いわば背水の陣を布いて操業へとふみきっ
たこの組合自営による8艘張網漁業は，もちろん万事がスムー スにおこなわれたものでは
なく，いろいろな|堀路があったのである。
（1）漁娚技術面における院路
まず第1に，漁携技術面における除路があげられる。技術指導をうけたのが，新潟県の
名立であったので，はじめ名立の漁師を講師として招き，彼等の技術を学び彼等の指導の
もとで，外浦海区の主として前瀬・沖ノ瀬をはじめとする岩礁地帯で操業しはじめた。網
の構造．材質・漁船の配置・起網の方法などすべて競初は名立のを見習っておこなった
が，最初は失敗がつづいた。たしかに西海の小漁民により開拓された岩礁地帯にある好漁
場は，彼等にとって，いわば自分達の畑であり，道であり庭であったはずである。クリ38）
といわれる岩礁地柵:には，魚探によると濃厚な魚族がたしかに存在していることは確認で
きても，汐の流れの速い海域なので，網をおろすことが容易でなかった。なおその上，い
ままで釣や延繩を主な生業としてぎたもの達であったので，はじめての経験である大綱の
場合，肝心の網おろしと網おこしの段階で厚い壁に突き当った。しかも海底に傘をさかさ
にしたような形で沈めるこの網の性質上，汐の流れにさからいながら，いかにして8角の
角筒形を崩さず魚を逃さずに引き上げるかが問題となった。
その上，漁師にとって魚を目前にしながら網をおろすことができなかったり，せっかく
網の中に捕捉しながら，みすみすとり逃してしまうこと程残念なことはなく，また乾坤一
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八艘張網仕立図八艘張網構造図
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郷の思いで多額の出費をあえてし，操業にふみきったもの故，もしこれが不可能であると
すれば，漁腿全体の士気にも甚大な影響を与えるので，幹部はこの対策に苦慮した。同じ
ようにこの苦境から脱せんとたえず研究改良を続けていた青年部とが合同，タイアップし
て考えついたのが,流し8艘張網方式である。これは外浦海区のごとぎ汐流のつよいとこ
流し八艘張網漁法図
(1図）揚網船で網綱でもって綱を吊った場合（2図）底網の八隅と中心とを吊り上げた場合
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両図を比較してもわかる通り中層の魚群を捕獲しやすくなった。また1図の場合の欠点
（中層魚群を捕獲し難いため綱の方を下げ投網することが多かった）も解決された。
ろでは，操業の際，錨を海底に沈め，網を一度固定しておこなう方法では不可能なので，
この方法から脱却して投錨せず海中に吊り下げ，ただよわせながら集魚・場網する方法で
ある。これによって中層の魚族の捕獲も容易となる利点も併せ獲得できたのである。操業
開始より数カ月を経ず33年6月に完成した。また春季3～4月は根付き魚といわれ，どん
なにしても魚が浮上せず岩礁にへばりついていた。したがってこの期間は操業が不可能と
されていた。というのは，前瀬・i'|!ノ瀬をはじめクリの多い海底地形のところで，海底深
12 柿本典昭
無錨流し八艘張網配船図全船稼動の配船図
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囲A組B組どちらでも集魚できた方から交互に投網するときの配船図
錨を打たぬため一隻に一隻の曳船がつくので一度にニヵ統投網できぬ欠点がある。
流し八艘張網漁法配船図
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くで無理に操業する場合には，海底に突起した岩に網をひっかけ破網することが多く，せ
っかく魚族を網の中に捕捉しても魚に逃げられてしまうためであり，高価な網を破損する
ための出費とともに大きなガンとなっていた。しかしこれも36年春より2重底網8艘張網
が考案されて，ついに懸案が解決され，従来操業不可能とされていた3～4月も漁期とな
り，前述の流し方式と併せて漁獲の安定が期待できるようになったのである。いろいろな
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技術上の難点は残されてはいるも
のの，研究熱心な漁民の地道な努
力で，漸次西海独特の操業方法が
39)が確立しつつあるといえよう｡
（2）組織・構成および
運営・経営面の除路
つぎには組織・構成の面および
経営・運営の面における問題であ
る。筆者は協同組合自営漁業の性
格規定をした際に，この種漁業の
存続と成否について1つの仮説40）
を立てた。これをいまここにとり
あげて，現在の時点における西海
地区の実情をからませながら問題
点を摘出してみようと思う。
①漁業経営の前提たる資源
が，協同組合自営漁業の経営をさ
さえることができなくなった場
合。
②独占資本的漁業を頂点とす
る他の漁業経営体の進出により’
協同組合自営の漁業経営がこれら
と抵触し圧倒された場合，ならび
二重底網八艘張操業図
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に組合自営の経営体同志の相剋が不可避となり，共食いの状態となった場合。
③協同組合自営なるものが，資本制生産を全面的に止揚しきれぬ性格のものと思われ
るので，内部において資本制生産の矛盾が激化してくる場合，である。
以上列挙した3つの条件は，もちろんそれぞれ単独にても，あるいはいろいろに組合わ
され，からみ合いながらこの漁業の成否と存続を規定するものと思われるが，そのような
（4図）投網中（断面図）（5図）投網完了（断面図）
考 、
水而
l〃庇（洲側.地柵)
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対して圧迫を加える加害者的な立場に立つものと，みなされやすいのである。とくに36年
より内浦海区に進出し操業を開始するようになってから，内浦の漁民の一部からはじきだ
されそうになってきたのである。
もともと県の水産行政の一環として，県下海区を1本化したのが37年であるが，それは
つぎのような意図もあったのである。農林漁業埜本問題調査会，漁業制度調査会などが中
心となり，立案された日本漁業の構造改善をはかる青写真ともいうべき，「漁業の基本問
題と基本対策｣4ﾕ)にしめされている荘本方針に沿うべく，石川県においても，まずその第
1段階として内浦の定置網漁業卓越地.瀞に，漁船漁業をさかんにし，従来漁業権管理組合
的色彩の濃い漁協を構成しむしろ農民的要素の強い人達を糾合して，積極的に漁船漁業に
転業・進出せしめるための準備をしたわけである。
内浦の主幹漁業は，固定漁業（定置網を主とする）でそれと小規模な漁船漁業（釣・延
繩)のコンビネー ションでおこなわれてきたわけであるが,年々 魚群は接岸しなくなる傾
向にあるといわれる。このことはもちろん，能饗灘浦とならんで県下の2大定置網卓越地
帯としてしられる内浦北部の定置網経営にも影響を与えずにはおかないが，しかし定置網
とは，元来数年に1度の海況の好転を期待し，豊漁のときに一気に経営を立直すという経
営をおこなっているのが常識とされている。したがって，いきおい数年間の不漁にもたえ
ていけるだけの財力をそなえたものか，あるいは漁業以外に安定した生業をもっている経
済的に安定したクラスのものにして，はじめて経営可能な漁法とされている。ところが一
方，零細な漁船漁業に依存する階層は，大部分が生産力の点では，水田卓越の加賀地区と
ことなり，いちじるしく劣る3反百姓的な，いわゆる半農半漁の住民がほとん・どなので，
従来通りの漁法を固執し，小規模な漁船漁業をいとなんでいても，魚群の接岸回遊の望め
なくなった今日，生業として成立たぬし，さりとて漁業から全面的に足を洗うには，前面
地先に海を控え，細々ながら過去から漁をし続けてきただけに，気持の上からも，なかな
かすてきれないわけである。そこで県としては，固定漁業については，漁場整備をするこ
とにより従来通りの生産の維持をはかり，むしろ漁業への積極的進出策として漁船漁業へ
の進出をおしすすめることを考えたわけである。資源的にみても，もっとも内浦で安定し
た漁獲を期待できるのがアジ・サバ・イワシなどであり，これを捕捉するにはいろいろ漁
法があるが，そのなかでもっとも資本装備の上からも，転業しやすさの上から好都合なも
のを考えると8艘張網が登場してくるわけである。ところが内浦の実情はどうかという
に，優秀な定置網漁場をもち，比較的経営の安定している有力な層では，最初8艘張網漁
業の前途に不安を感じ，積極的に設備投資をし事業を推進しようとする意欲をしめさず，
また零細なクラスは，農業・林業といった陸上の生業との結合が固く，いわば農民的色彩
の濃い階層においては，大型網漁業（8艘張網漁業）の技術にはもちろん不馴れであり，
また財力にも限界があるし，さりとて借金までして転進する意欲もないといった状況であ
った。
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しても，両者の共存を期待できるような対策をともに考えるべきであるとともに，強力な
行政指導によって，もつとも漁民的な立場に立った漁業経営の大局的，巨視的な観点から
の指導が必要かと思われる。
③8艘張網漁業の経営へふみ切ったとき，この漁業の経営の主旨に賛同し，申込みを
した漁船の提供者たる小型船主と漁夫だけのいわば同志的結合体が中心となって発足した
のであるから，これら同志的な人々は，将来いかなる事態となってもこの事業をつづけ，
この事業と運命をともにするという気慨があるのは当然だが，この事業の前途に対して不
安を感ずる漁師も，もちろんあるわけである。彼等は8艘張の経営のよいときには，8艘
張へ，経営不振のときは，いままでやってきた単独経営に郷愁を感じ，あるいは地元での
漁業をやめて船員出稼をしようとする気持を抑え切れないのである。この点は8艘張事業
が漁協と密接不可分離な結合関係にあり，漁協内の自営部門（実際は任意組合的な性格）
という構成になっていながら，いまだに完全自営になり切れずにある段階にとどまってい
ることにもあらわれている。
発足後5年の今日，この事業の過去をふり返り，また将来への展望を試みるとき，克服
さるべき点の多いことを漁民各層が痛感している。現に苦楽をともにした発足当時よりの
同志の船が1隻脱落したのである。また昨秋より今年にかけて，引続いて漁況が思わしく
なく，前途に一抹の不安の影を投げかけたことはいなめない。このようないわば莫然とし
た危機感の具体的解決策として，この事業の構造改善をはかるための資料とする目的で，
漁民各層より積極的に意見をもとめるという方法がとられたり，さらに一歩すすんで，8
艘張網漁業というこのような共同事業を，純粋に経営学的な立場に立ってみると，どのよ
うな特色があるか。またどのような問題点があるのか，といったいわば企業診断を日本生
産性本部に依頼し，コンサルタントを招いて調査をうけたなど，以上のような事実は，こ
の事業の前途は必らずしも楽観はゆるされないということを各漁民が認めていることと，
また一方，無我夢中に模索してきた自分達の姿を客観的にながめてみるといった気持のゆ
とりが生じてきたためといっても，いいすぎにはならないであろう。
コンサルタントの意見によれば，将来は，従来おこなわれてきた漁船のチャーターを漸
次廃止し，組合が漁船を買い入れる方向にすすむべきである。またその段階に達するまで
に，船の優劣によってチャー ター 料に格差をつけるべきであるとの進言をした。この進言
の前に，35年にすでに船主の持船のチャー ター 料が漁夫の2．4人分より2．2人分となり，
37年より2.0人分となった。けれども船が全部組合のものとなるということに対しては，
大部分の船主は難色をしめしている。その理由としては，現在のような小型漁船がすべて
個人船主の持船であり，漁夫も船主ともっとも呼吸の合ったものが乗組むことによって，
労務管理がスムー スにおこなわれている。そしてこのような船の集り，すなわち小型の個
人経営漁船が，共同の目的で操業するのが8般張であり,その場合でも共同の目的のた
め，ある程度個を犠牲にしている点はあっても，決して個人船主というものが解消されて
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いるわけではないのである。したがって，もし全漁船が組合のものとなった場合，この漁
船の管理を誰がするのか，恐らく自分の船であるという気持があればこそ，その取扱い方
もきわめて慎重であろうが，個人の船でないとすれば，その取扱い方も変ってくるであろ
うというのである。
船の優劣に格差をつける方であるが，コンサルタントの意見では，もっともあたらしく
装備の優秀なものは3．8人分，もっとも古く装備の劣ったものを1．7人分にせよというの
である。しかしこれにも問題はある。というのは，現在古くなったとされているものは，
丁度8艘張のはじまった頃の最優秀船であり，しかも火光利用旋網との抗争，8艘張操業
当時の苦難の時期に，もっとも犠牲を強いられ，またもっとも活躍した船である。ところ
が一方，現在の最優秀船は，操業当時には，むしろ性能の劣った装備の悪いものであっ
た。それがこの事業の経営の安定と，共同事業分解後おこなわれる個人経営の漁業の安定
にささえられ，あたらしく装備したものである故，たとえ同じ額の出費であったとして
も，その負担が全然ちがった意味をもってくる。したがって，このようないきさつからい
っても，いますぐに機械的に船に優劣をつけ，チャー ター 料に格差をつけるわけにはいか
ないというのである。
要するに，コンサルタントの立場としては，8艘張事業も会社同様，1つの経営として
いかに合理的に健全な経営にすればよいかに対し，純客観的に答えたわけであるが，いか
んせん資本制生産の構造的圧力に対抗する手段として，自らも資本制生産的大型網漁業に
ふみ切ったものの，内部的には従来の小漁家を全面的に解消し切って発展してきたもので
はないので，このような問題が生じてくるものと思われる。
資本主義下の共同経営は，経営の外部を資本主義の連動法則によってとりかこまれ,45）
その内部は，資本と労働が緊張をつづける矛盾の統一体である46)。その関係は，近代産
業における労資の対立とことなり，小生産の存在により両者の接触はいりまじり，多くの
矛盾を含みつつ統一がたもたれている。このような経営体の運営と所期の目的達成のため
には，経営内部の民主化，すなわち，参加員の平等な発言権の確保と，経済的平等が保障
されてはじめて可能となるであろう。このことは，共同経営の最大の内部矛盾である資本
の利潤と労賃との相反する関係に，労賃部分の増大が実現されることによって達成される
であろう47)。
このような観点からすると，小型船主側にどのような覚悟があるか，今後に課せられた
問題として残るであろう。また漁夫層としても，目前のことに気を奪われるあまり，やや
もすると不漁の|蝶には，この漁業を見限って船員出稼にでようとするような気持を抑え
て，いかにすればこの事業が安定し，永続的となるかを，漁夫1人1人が，経営者的な感
覚で考える必要もあろうかと考える。
またとくに留意すべき点としては，現在の幹部・中堅クラスおよび推進力的な青年部の
メンバーが将来老齢化してくると．きのことである。つまり，現在農山漁村の就労人口の老
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齢化が叫ばれているが，そのことと軌を同じくして，ここでも中学卒・高校卒の若年労働
力の補充の点でなやみがあるわけである。近代産業並の労働条件と労働環境を築き上げる
ことが，地元漁業に若年労働力をつなぎとめる大きな力となるであろう。
以上過去約10年間にわたる1つの漁村の歩みをめぐって，狭くは1漁村内部の漁民間の
動き，1漁村と他漁村との利害得失をめぐる離合集散を通じて石川県下漁業の今日的な問
題点の一端にふれてきた。もとより，このような一面的な記述のみでは，到底大局的視野
よりの展望は望めないのであり，まして日本漁業全体についての見通しなど望むべくもな
いが，前述のごとき筆者の立場からいえば，将来日本の漁村のあり方に関心を抱き，興味
をもつ人々にそれを期待しつつ，一応の結語をもって筆をおきたい。
結
??
漁場の独占・排他・入漁をめぐる紛争は，人口圧にひしめくわが国沿岸漁業構造の必然
的帰結で48)あったといえる。西海漁村の10年間の歩みも，まさしくこのような構造的圧
力により大きくゆれ動いてきたといってよい。つまり石川県漁業の歴史的事情に根差した
いくたの問題点，具体的にいえば，新規漁法を採用したえず豊度の高い沿岸漁場への侵入
を狙う中小企業経営と沿岸零細漁民との対立・相剋，および操業海域の自然条件の相異に
根差した海域利用形態の相異より派生してくる漁民の繩張り根性が，漁民間の相互理解
と，行政面の強力・適切な指導により，何等かの形で解消せぬことには’今後まだまだ大
きなゆれがあるであろう。しかしながら，過去10年間に培われた経験で，たえず自己をみ
つめ，つねに研究し前進することを学び，しかも漁民が相手の立場を理解しながら全体と
して協同しながら仕事をし，その中に個を生かすには，どのようにすればよいかを，わず
かながらも体得してきたことは大きな収獲49)であり，これを温く見守り育てるのが’わ
れわれに課せられた使命であろうかとひそかに考えるものである。
なお8艘張網の技術的側面の記述および内浦の8艘張の実態とその地域的特色について
の記述は紙面の関係で割愛した。これについては，漁業経済研究紙上で発表の予定であ
る。
最後にいろいろ御指導いただいた石川県庁水産課の各位，実態調査をおこなうにあた
り，御指導，御協力を賜わった各漁協幹部および漁民の方々 ，地図，図表の作製にお手伝
いして下さった金大教養部1年，西東・辻内・北の3君に厚く感謝いたします。
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